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2015 年度事業報告書 

 

I. 総括 

 2015 年度の活動は、事業計画に基づきほぼ順調に執行された。法人としての体制改

善、発達障害の普及啓発活動、発達障害に関わる研修会の開催、関係省庁の委員会・

審議会への参画、各党障害者関連委員会・議員連盟等への参画、発達障害の支援を考

える議員連盟との連携等、多岐に渡る活動を実施した。以下にその実施状況を報告さ

せていただく。 

 

1. JDDnet の体制改善 

 2015 年度は、2014 年度に顕在化した運営体制そのものに問題があること、また現状

の運営体制では JDDnet の存続が厳しい危機的な状況を改善するため、根本的な体制改

善に取り組み、経営の強化を図ることに努めた。まず、正副理事長を筆頭に、組織運

営の基礎構築・健全化を図るため、昨年から業務分掌を行っている「財務」「広報」

「災害支援対策」「多職種連携」「政策」各委員会において、年間計画策定と計画に基

づいた実施を行った。 

 

2. 認証事業実施に向けて 

 昨年度まで「体制強化特別委員会」としていた委員会を『認定委員会』と正式名称

に変更し、JDDnet が今後存続していくための要となる認証事業を策定するため、委員

会内に「認定基準」「講習用教材」「講習会細目」の 3つの WG を立ち上げて、活発に委

員会を実施し、認証事業を実施できる段階までに至った。 

 

3. コンプライアンス遵守のための委員会設置、規程類の整備 

 一般社団法人としてコンプライアンス遵守は必須であることから、「利益相反委員

会」「倫理委員会」の立上げ、一般社団法人法に則った定款変更、新たな規程類の制定

など整備を行った。 

 

4. 事務局の体制改善 

 最後に事務局の動きをご報告する。JDDnet は抜本的な体制改善が必要であることか

ら、JDDnet 運営の要である事務局の体制改善を行った。具体的には、大きく分けて 2

つの事を体制改善した。 

 第 1 に、PDCA サイクルに基づいた事務局運営である。今までの事務局業務の進め方

は、その時その時来たものに対応するといったその場しのぎ的な業務の進め方だった

ため、イベント事業などの計画や進め方が「見える化」されておらず、また、情報の

整理もできていなかった。そこで、毎年行っているイベントなどの事業、つまりルー

チン業務については、早期に計画を立てること、計画や状況を「見える化」してやる

べきことを明確にすること、計画に基づいて実施すること、問題や課題は共有して次



に活かすことを徹底した。その結果、事務局業務が効率的にスピーディーに行えるよ

うになり、定時時間内で業務を終えることが出来るようになり人件費の削減にもつな

がった。また、いつ何をやればいいかわからないといった、見えなかったことで感じ

ていた不安も減り、精神的にも楽になった。 

 第 2 に、事務局の環境改善である。体制改善には、理事など関係者の積極的な協力

が必要であるが、その協力を得るためには、関係者が来やすく、必要な情報が必要な

時に手に入るなど、開かれた事務局が必要であるが、昨年度まではそのような環境調

整がされていない閉ざされた事務局であった。そこで、レイアウト変更を行い、スカ

イプ会議も開ける打合せスペースの確保、関連書籍や省庁などから配布された資料が

タイムリーに見られるように公開本棚の設置、また事務局スタッフが、効率的に業務

が行えるよう業務スペースと切り分けるなど、事務局の環境改善を行った。 

 法人理事、各種委員会、関係団体等のご協力に深く感謝申し上げる。 

 

  



II. 2015 年度事業報告 

1. 年次大会の開催 

 JDDnet 第 11 回年次大会 

日時：2015 年 11 月 29 日（日） 10：00～16：30 

会場：東京ウィメンズプラザ(東京都渋谷区神宮前 5-53-67) 

参加者数：約 250 名 

内容：映画上映＆トークショー「シンプル・シモン」 

   シンポジウム「多職種支援ってなーに？～小学校編～」 

   「発達障害と合理的配慮」 

   「発達障害者支援法改正・障害者差別解消法施行について」 

 

【広 報】 

 各会員団体へのメール周知、HPでの案内を行った。チラシにおいては従来よ

り多く、各会員団体、議員連盟、都内を中心とした各事業所、また、埼玉、神

奈川、千葉の行政施設に対して、約 690 カ所（約 10,300 枚）ほどの案内を送

付した。 

 

【大会長 大塚理事報告】 

 平素より、日本発達障害ネットワークの事業運営に際しましては、並々なら

ぬお力添えを賜り誠にありがとうございます。先般の第 11 回年次大会の開催

におきましても、さまざまな形でのご協力ありがとうございました。お蔭様を

もちまして、大会も成功裡に終わることができました。今後は、大会のテーマ

でもありました、発達障害児者それぞれの合理的配慮に向けて真摯に活動して

まいりたいと思っております。引き続き、ご指導、ご支援を賜りますよう心よ

りお願い申し上げます。 

 

【事務局報告】 

 全国組織である JDDnet は、都道府県ネットワーク(仮称)と共催でイベント

を行って、地方の活性化と底上げも図っていく方針から、首都圏の中央で行う

本年次大会においては、これまでの在り方を見直し、規模を縮小してテーマを

絞り、内容の充実化を図ることを目的とすることとした。本年は、来年改正予

定「発達障害者支援法」と来年施行「障害者差別解消法」に基づいて、『合理

的配慮』をテーマとしたシンポジウムの充実化を図り、当事者や家族のみなら

ず支援者など多くの関係者に、合理的配慮とは何かを考えていただく場を提供

した。また、一般の方々にも障害と言う「敷居」に囚われずに、発達障害を理

解していただく機会が必要であることから、『ダイバーシティー』をテーマと

して、映画「シンプル・シモン」を上映し、トークショーも行った。JDDnet を

つながりとした専門職の集まりである多職種連携委員会のシンポジウムにお

いては、小学生支援における専門職のつながり「多職種支援」の意義・有効性



を例として挙げることで、参加者が現場で活用できるつながり『多職種連携モ

デル』を提供する場となった。 

 多種多様なイベントが開催され、参加者が取捨選択できる首都圏でのイベン

ト開催は、人がなかなか集まらない現状があるが、広報を工夫し、また実行委

員会の方々のご協力もあって、本年は１日のみの開催であったが、約 230 名の

方にご参加いただく、充実した年次大会となった。社会のニーズに合わせテー

マを絞り込むことで関係者にはより深く、また啓発が必要な一般の方々には楽

しんで理解を深めてもらえる映画上映と幅広く、規模を縮小しても中身は深く、

そして参加者それぞれが何かを感じ、持帰っていただける幅広いものが提供で

きたのではないかと考えている。 

 なお、当初の事業計画として実施をする予定であった体験博覧会ワークショ

ップについては、これを盛り上げるだけの参加者の見込みがなかったことから

実施しなかった。 

  



2. ファンドレイジングフェア＆セミナー2015 

 テーマ「発達障害の未来へ。つながろう、いま。」 

日時：2015 年 7月 5 日（日） 9：30～16：30 

会場：神戸市立灘区民ホール(神戸市灘区岸地通 1-1-1) 

参加者数：約 200 名 

内容：リレー講演＆トーク 

   市川先生、竹田先生の子育て相談室 

   フリーマーケット 

 

【広 報】 

 各会員団体へのメール周知、HPでの案内を行い、チラシにおいては NPO 法人

つみきの会にご尽力いただき、関西地区を中心に配布を行った。 

協賛企業の募集においては、今まで関係実績のある企業に積極的に声掛けを行

ったほか、協賛企業募集・個人寄付においても NPO 法人つみきの会にご尽力い

ただいた。 

 

【大会長 藤坂理事報告】 

 この度のファンドレイジングフェアは当日の参加者 193 名。収益も 47 万円

上がり、一応成功したかに見えます。しかし実施責任者としては、いくつかの

問題点を指摘せざるを得ません。 

 今回のイベントは JDDnet としては初めて、「ファンドレイジング」（資金集

め）を正面から掲げたものでした。しかし「ファンドレイジング」を正面に出

したために、自治体からは後援を得られませんでした。 

 チラシも当初、「ファンドレイジングフェア」というイベント名称をストレ

ートに出したものを作成し、2 千枚配布しましたが、受け付け開始から 1 か月

近く経っても参加申し込み者が 100 人を切る状況でした。チラシの印象を数人

に聞いたところ、「何のイベントかわかりにくい」という感想が得られました。

そのため、急きょ「ファンドレイジング」という名称を後景に退け、講師の名

前と顔写真を前面に出したチラシを作成して、追加配布することになりました。 

 また今回、試みとして一口 5万円で協賛企業を募り、７法人から 8口の応募

をいただきましたが（SENS からの寄付は別扱いとします）、そのうち４法人は

私と個人的なつながりのある法人であり、一般からの反応は比較的低調なもの

でした。 

 今回、やはり初めての試みとして、寄付集めのためのサイン＆握手会を催し、

参加者に千円以上の寄付を求めました。その結果、当初危惧したよりは参加者

があり、延べ 50人から計 5万円余りの寄付が集まりました。 

 しかしそれとて協賛企業1社分にすぎず、コストパフォーマンスを考えると、

「労多くて益少なし」と言わざるをえません。 

 講師選定にも問題がありました。フェアらしさを出そうと、私の判断でシン

ガーソングライターのうすいまさとさんを招いたのですが、外部から招いたた



めに講演料、交通費、宿泊代を支払わざるを得ず（これはつみきの会負担とし

ました）、しかも前日からリハーサルのために会場を押さえることになり、当

日の会場側追加スタッフの人件費等合わせると、うすいさん関連だけで 30 万

円余りの出費を余儀なくされました。 

 結論を言うと、今回、「ファンドレイジング」を前面に出したのですが、そ

のためにかえって参加者が低調であったり、他にも様々な面で無理が出たよう

に思います。 

 それよりも、今回のイベントの主目的である資金集めのためには、今後むし

ろ長野のセミナーのように通常の啓発セミナーの形を取り、講師は JDDnet の

内部講師に限定することで出費を抑え、自治体の後援名義を得ることで集客を

図り、もっぱら当日の参加費を収入源とした方が、よほど労力がかからず、ほ

ぼ同程度の収益が得られるものと考えます。 

 以上、報告します。 

 

【事務局報告】 

 最初に、事務局としてこの場を借りて申し上げたいことは、イベント実施に

おいてスタッフとしてご尽力いただいた関西地区の会員の方々への感謝であ

る。当団体のような障害団体が行う「ファンドレイジング」に対して賛否両論

が多々ある中、JDDnet の試みや思いを理解し実現に至るまでのご協力がなけれ

ば、このイベントの実施は不可能であったと実感している。実施してみて、寄

付の方法など反省点や課題も多く残ったが、ファンドレイジングフェアという

新たな試みを JDDnet が行ったことは、現在体制改善をしている JDDnet には大

きな成果であったと実感している。  



3. 認証事業制度整備 

A) 認証委員会 

 認定基準 WG の設置 

① 「認証事業規程」「認証規程細則」制定 

② 「認定基準及びその適合性評定方法」制定 

③ 「放課後等児童デイサービス事業所別認証評価受審の手引き」制作 

 講習用教材 WG の設置 

① 講習用教材案制作 

 講習会細目 WG の設置 

 

B) 認証事業シンポジウムの開催 

テーマ「JDDnet 認証事業シンポジウム」 

日時：2015 年 7月 26 日（日） 13：00～16：30 

会場：東京ウィメンズプラザ(東京都渋谷区神宮前 5-53-67) 

参加者数：約 50名 

内容：講演「放課後等デイサービス事業者の立場から」 

     「特別講演」 

  「認証事業について」 

 

【広 報】 

 各会員団体へのメール周知、HP での案内を行い、チラシにおいてはＮ

ＰＯ法人エッジのスタッフの方に印刷・配送業務を手伝っていただき、

都内を中心とした約 300 か所の放課後等デイサービスに配布を行った。 

 

【事務局報告】 

 JDDnet が行う認証事業を知ってもらうことを目的として本シンポジ

ウムを行ったという点では、プログラム最後に行われた懇親会・意見交

換会で、参加者による活発な議論がなされたことを見れば成功だったと

感じる。事業主側からすると、乱立する放課後等デイサービス事業にお

いて、JDDnet のような団体からのお墨付き、つまり「認証」が欲しいと

の意見が多く聞かれたからである。ただ、シンポジウムにおいては、放

課後等デイサービス事業を行っている NPO、社会福祉法人、株式会社の

それぞれの立場からお話をいただいたが、持ち時間が 20 分と短かった

ため、立場の違いによる苦悩や認証に求めていることなど、掘り下げた

話題提供までにいかなかった点から、プログラムの組立方に課題があっ

たと感じている。 

  



4. 発達障害普及啓発事業 

 2015JDDnet セミナーinながの 

日時：2015 年 7月 5 日（日） 9：30～16：30 

会場：塩尻市レザンホール(塩尻市大門七番町 4-8) 

参加者数：約 400 名 

内容：テーマ「ASD への支援と連携」 

 講演「ASD への支援と連携 ～最新の動向～」 

 シンポジウム「ASD からみた合理的配慮」 

 

 JDD ネットワークセミナーin かごしま 

日時：2015 年 12 月 6日（日） 10：00～16：30 

会場：鹿児島県民交流センター県民ホール(鹿児島市山下町 14-50) 

参加者数：約 270 名 

内容：テーマ「教育・医療・福祉・保健のつながりを求めて」 

 講演「学童期の発達障害児を支える」 

 シンポジウム「将来を見据えた発達障害ネットワークを考える 

 

 JDDnet セミナーin さいたま 

日時：2016 年 3月 6 日（日） 10：00～16：30 

会場：さいたま市文化センター(さいたま市南区根岸 1-7-1) 

参加者数：約 300 名 

内容：テーマ「発達障害の理解と支援 ～医療からの発信～」 

 講演「臨床医からみた発達障害の診療と連携」 

 シンポジウム「発達障害と合理的配慮について」 

  



5. 発達障害支援人材育成研修会 

 JDDnet 発達障害支援人材育成研修会 2015（前期） 

日時：2015 年 8月 30 日（日） 10：00～16：20 

会場：江戸東京博物館(東京都墨田区横網１丁目４−１) 

参加者数：約 130 名 

内容： テーマ「明日から役立つ小学校前半の発達障害支援」 

 講演「発達障害のとらえ方について、保護者、当事者の立場から」 

   「小学校前半の発達障害支援～作業療法の視点から～」 

   「読み書きの障害に焦点をあてて～ST の立場から～」 

   「小学校前半の発達障害支援～心理職の視点から～」 

    

【広 報】 

 各会員団体へのメール周知、HPでの案内を行い、チラシにおいては事業所な

どを中心に従来より多く、約 600 通ほどの案内を送付した。 

 

【担当役員 倭文副理事長報告】 

 快適なロケーション、研修室と機材で、講師、受講者ともに環境面では満足

をいただけたと思う。 

 内容については、多職種による研修は他にない当会の特徴とするものであり、

様々な現場の専門職・支援の立場の方々の参加は大いに歓迎するところだが、

経験の長い方や一定の専門性をお持ちの方から経験の浅い方など、参加者層に

は幅があり、講師にとっては内容や水準をどこにフォーカスするべきか悩まれ

るようである。感想として専門に偏っているとか、難しく具体的な話が欲しい、

といった要望も出されている。下記の事務局報告にもあるように、参加者数確

保は広報によってはかなり期待できると思われるので、来年度は受講者のター

ゲットに関して検討を加え、研修テーマについても検討が必要と思われる。 

 

【事務局報告】 

 事務局からは、本研修会を通して手ごたえを感じたイベント運営に関して報

告をさせていただきたい。今までの課題であった事務局の広報不足を解決する

べく、事務局スタッフとしてお手伝いいただける方にお願いをして、約 600 か

所へとチラシを送付した。その効果はてき面で、今までに類を見ない速さで定

員を超える申込があった。広報不足から参加者不足、そして事業収支が赤字と

なる負のスパイラルを脱するためには、当然のことではあるが情報提供という

広報が重要であることを痛感した。ただ、事務局員 2 人で日々の業務に加え、

行き届いたイベント運営を行うことは困難なことから、今後もお手伝いいただ

けるスタッフの方にお願いをしながら、十分な広報活動を含めたイベント運営

を行っていきたいと考える。 

  



 JDDnet 発達障害支援人材育成研修会 2015（後期） 

日時：2016 年 2月 7 日（日） 10：00～16：20 

会場：愛媛大学(愛媛県松山市道後樋又 10 番 13 号) 

参加者数：約 90名 

内容： テーマ「明日から役立つ小学校前半の発達障害支援」 

 講演「発達障害のとらえ方について、保護者、当事者の立場から」 

   「小学校前半の発達障害支援～作業療法の視点から～」 

   「小学校前半の発達障害支援～吃音について～」 

   「小学校前半の発達障害支援～特別支援教育の立場から～」 

 

【広 報】 

 各会員団体へのメール周知、HPでの案内を行った。 

 

【担当役員 三澤理事報告】 

 （総括）研修会は、多職種からの実践報告や専門性の異なる視点での講演内

容なので参加者も十分満足できたと考える。また、このような研修会が開催で

きるのは JDDnet ならではの特徴といえる。全体としても少人数で役割分担が

でき連携対応としては良くできていた。 

（地方での開催課題）①事前準備においては連絡窓口の一本化や調整にエネル

ギーを要する。②当日の機材調達等、慣れた場所でないため準備に時間を要し

た。③開催日が他のイベント（マラソン・県学会等）と重なっており参加人数

が思うように集まらなかった。 

（研修のあり方と提案）これからも多職種連携の成果を生かした特徴ある研修

を検討していく必要がある。来年度のテーマをどのように絞り込むのか。開催

形態については、受講証明を出して受講時間の積算により初級・中級・上級者

と段階を付けたシステムに変更する。リピーターを増やしていくことで集客の

確保や発達障害に関わる者として知識の習得と理解を深める場にする。単にポ

イント研修だけでなく現場で実践者として他職種との連携をイメージしてつ

なぎの役割を担っていただけることを期待する。 

  

【事務局報告】 

 後期は地方での開催と、本年は愛媛での開催となったが、開催にあたり愛媛

作業療法士協会の方々と、JDDnet 愛媛の方々のご協力がなければ開催できなか

ったことを、最初に申し上げたい。会場手配やお弁当手配など、現地でなけれ

ばできないことも多々あり、多大なるご尽力をいただいたことにこの場を借り

て深く御礼を申し上げたい。ただ、上記実施報告で三澤理事が述べているよう

に、連絡窓口の一本化や調整にエネルギーを要することは、今後地方での開催

において大きな課題である。経費に関しては、愛媛マラソンなどのイベントと

重なってしまったため、宿泊先の手配が困難、かつ高額になってしまったこと、

また、現地で講師を手配できなかったことから、旅費交通費がかかってしまっ



た。今後は開催日程の設定などは、他イベントの情報を早々に入手することで

重ならないようにしたい。また、講師に関しては、地域の特性などを考慮しな

がら、出来るだけ近隣地区の講師としたいと考える。 

  



6. その他の事業 

A) 発達障害啓発週間への対応 

 発達障害者支援法施行 10 年記念 発達障害啓発イベント 

日時：2015 年 4月 1 日（水） 13：30～18：00 

会場：衆議院第一議員会館 

参加者数：約 120 名 

内容：「発達障害者支援法これまでの 10年」 厚生労働省・文部科学省 

     シンポジウム「発達障害者支援法と JDDnet」 

     講演「発達障害とメディア」 

 

【実施報告】 

 参加者は、医療、療育、福祉、教育関係者に留まらず、一般者の参加が

多く見られた。厚生労働省と文部科学省、それぞれから登壇していただい

た「発達障害者支援法これまでの 10 年」においては、非常に中身が深く、

両省の取り組みが良くわかる、参加者にとっても、とても有益な話であっ

た。JDDnet歴代理事・役員によるシンポジウム「発達障害者支援法とJDDnet」

においては、設立当時のいきさつや、歴代理事・役員がどんな思いで JDDnet

に携わってきたのかなどについて、和やかな雰囲気の元、シンポジウムが

行われた。毎日新聞論説委員野澤氏による講演「発達障害とメディア」に

おいては、マスメディアの立場から発達障害と犯罪・司法・矯正教育など、

日本における社会問題を提言、対して英国の取組や成功事例を掲げられた。

これからの 10 年は発達障害に対する日本のイメージを変えていく必要性

を、ユーモアを交えながらお話いただいた。「発達障害の支援を考える議

員連盟からご挨拶、および感謝状贈呈」においては、尾辻会長を筆頭に設

立時の思い出や、国として発達障害にどう対応していくのかなどをお話い

ただいた。JDDnet から発達障害の支援を考える議員連盟に対し、この 10

年への感謝の意を表して感謝状の贈呈を行った。 

 

B) 世界自閉症啓発デーへの対応 

 2015 年 4月 2 日東京タワーブルーライトアップ点灯式典 

 2015 年 4月 4 日世界自閉症啓発デー2015 シンポジウム参画 

 エリア会員団体イベントの後援 

 

C) 被災地支援 

 冊子制作「JDDnet 災害支援プロジェクト福島～ゆうゆうクラブ支援 4年間

のまとめ～」 

 ７職能団体による「被災した障害児に対する相談/支援事業：放課後支援ゆ

うゆうクラブへの専門家派遣」延べ 56 日、83名  



 専門家派遣 

発達障害児（者）支援の専門知識を有する学識経験者、臨床心理士等から

なるチームを編成のうえ、福島県、宮城県、岩手県の被災地沿岸部の発達

障害児者とその家族の支援に関わる現状と課題を調査し、被災地沿岸部の

支援の方向性を検討する。 

 

 

 

 

  



III. 法人組織体制等に関する報告 

 規程類の整備 

A) 倫理規程 

B) 利益相反規程 

C) 公的研究費の適正な管理・監査に関する規程 

D) 定款細則 

E) 理事会規則 

F) 認証事業規程 

G) 認証規程細則 

H) 旅費規程 

 倫理、利益相反委員会の設置 

 

  



IV. 法人管理運営に関する報告 

1. 会員の状況（2016 年 3 月 10 日現在） 

正会員団体：19、エリア会員団体：43、サポート会員：12（団体 5、個人 7） 

 

2. 代議員総会の開催（定時代議員総会 1回） 

 第 5回代議員総会 

 日時：2015 年 6月 7 日（日） 13：00〜14：15 

会場：日本財団 2 階会議室（東京都港区赤坂 1-2-2 日本財団ビル） 

議案 

第 1号議案 2014 年度収支決算報告の件、第 2号議案 理事・監事選任の件 

第 3号議案 2015 年度活動計画の件、第 4号議案 2015 年度収支予算の件 

第 5号議案定款の変更の件 

 

3. 理事会の開催（理事会 7回） 

 第 1回理事会 

日時：2015 年 4月 12 日(日) 13：30～16：00 

会場：東京ウィメンズプラザ 視聴覚室 C(東京都渋谷区神宮前 5-53-67) 

議題【報告事項】 

① 昨年度活動報告 

② 4/1 啓発イベント 

③ 7/5 ファンドレイジングフェアについて 

④ 7/26 認証シンポジウムについて 

  【審議事項】 

① 2015 年度活動計画および予算について 

② 倫理委員会、調査・研究委員会について 

③ 人材育成研修実施について 

④ 第 11 回年次大会について 

 

 第 2回理事会 

日時：2015 年 6月 7 日(日) 14：30～15：00 

会場：日本財団 2 階会議室（東京都港区赤坂 1-2-2 日本財団ビル） 

議題【報告事項】 

① 新理事紹介 

② 7/5 ファンドレイジングフェア＆セミナーについて 

③ 2015 発達障害人材育成研修会について 

  【審議事項】 

① 入退会申請について 

② 認証事業について 

③ 「倫理規定」「利益相反に関する規定」について 

④ 第 11 回年次大会について 

 



 第 3回臨時メール理事会 

日時：2015 年 7月 8 日（JDDnet からの各理事宛電子メール送信日） 

   ～7月 17 日（全理事からの電子メール返信受信日） 

議題【決議事項】 

① 「倫理」・「利益相反」規程変更について 

② 「倫理」・「利益相反」委員会設置について 

  【報告事項】 

① 「倫理」・「利益相反」委員会委員について 

 

 第 4回理事会 

日時：2015 年 9月 27 日(日) 13：30～16：00 

会場：東京都立産業貿易センター浜松町館（東京都港区海岸 1丁目 7-8） 

議題【決議事項】 

第 1 号議案 JDDnet の平成 28 年度事業計画と日本財団助成金申請に

ついて 

 第 2 号議案 規程類の制定について 

  【報告事項】 

① 日本財団監査による指摘への対応について 

② 各委員会からの中間活動報告について 

③ 年次大会について 

④ 公認心理師法の成立について 

 

 第 5回理事会 

日時：2015 年 11 月 29 日(日) 12：40～13：10 

会場：東京ウィメンズプラザ 第 2会議室(東京都渋谷区神宮前 5-53-67) 

議題【報告事項】 

① 日本財団助成金申請完了報告について 

② 2020 年東京オリンピック・パラリンピックに向けた障害者の文化

芸術活動を推進する全国ネットワークについて 

③ 厚生労働省「「障害福祉事業者向けの差別解消法対応指針」につ

いて 

④ 文部科学省「【官報】障害者差別解消法対応指針」資料について 

 

 第 6回臨時メール理事会 

日時：2016 年 2月 17 日（JDDnet からの各理事宛電子メール送信日） 

   ～2月 23 日（全理事からの電子メール返信受信日） 

議題【決議事項】 

① 「公的研究費の適正な管理．監査に関する規程」制定について 

  



 第 7回メール理事会 

日時：2016 年 3月 31 日（JDDnet からの各理事宛電子メール送信日） 

   ～4月 7 日（全理事からの電子メール返信受信日） 

開催方法：定款第 31 条第 2項による電子メール（電磁的記録）による理事会 

     を開催 

 3月 27日に東京ウィメンズプラザにて理事会を予定していたが、

出席者数が過半数に満たず不成立となったため、電磁的記録に

よる理事会を行う 

議題【報告事項】 

 第 1 号議案 2016 年度事業計画と予算について 

 第 2 号議案 規程類の変更・制定について 

 第 3 号議案 副理事長の選任について 

  【審議事項】 

① 2016 年度日本財団助成金について 

② 一般社団法人日本発達障害ネットワーク認証事業 

「放課後等デイサービス事業所別認証評価受審の手引き」につい

て 

③ 年次大会について 

④ 各委員会「2016 年度活動計画」について 

 

4. 各省庁の委員会、審議会等への参画 

 厚生労働省 

 精神・知的障害に係る障害年金の認定の地域差に関する専門家検討会 

 社会保障審議会障害者部会 

 障害者差別解消法に基づく対応指針・対応要領 障害者団体ヒアリン

グ 

 障害保健福祉関係主管課長会議 

 

 文部科学省 

 高校通級に関する調査研究協力者会議 

 障害者差別解消法に関する調査研究協力者会議 

 特別支援教育ネットワーク推進委員会 

 

 国土交通省 

 全国バリアフリーネットワーク会議 

 障害者差別解消に係る意見交換会 

 東京オリンピック・パラリンピック大会に向けたバリアフリー施策説

明会 

 バリアフリー基本構想作成に関するガイドブック改訂検討委員会 

 「知的障害、発達障害、精神障害のある方とのコミュニケーションハ

ンドブック」改訂 WG 



 

 内閣府 

 障害者差別解消法に基づく対応要領案及び対応指針案に関する合同ヒ

アリング 

 障害者週間「連続セミナー」シンポジウム実施 

 

 経済産業省 

 研修講師派遣「発達障害について」講演 

 

 東京 2020 オリンピック・パラリンピック関係 

 東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会に向けたアクセシ

ビリティ協議会 

 新国立競技場整備事業のユニバーサルデザインワークショップ 

 2020 年東京オリンピック・パラリンピックに向けた障害者の芸術文化

振興議員連盟 

 ユニバーサルデザイン 2020 関係府省等連絡会議分科会 

 

 総務省 

 総務省行政評価局発達障害者支援調査 

 

5. 各党障害者関連委員会・議員連盟等への参画 

 公明党 2015 年 10 月 1日 内閣部会、障がい者福祉委員会合同会議 

 自民党 2015 年 7 月 29 日 ユニバーサル社会推進議員連盟 

2015 年 9 月 16 日 厚生労働部会障害福祉委員会・障害児者問題

調査会 

   2015 年 10 月 1 日 障害児者問題調査会 

   2016 年 2 月 24 日 ユニバーサル社会推進議員連盟 

   2016 年 3 月 16 日 障害児問題調査会 

 自民党・公明党合同 

2015 年 8 月 21 日 成年後見制度利用の促進に関する法律案につい

ての自民 党・公明党合同報告会 

 共産党 2015 年 12 月 16 日 障害者・患者団体との懇談会 

 

6. 発達障害の支援を考える議員連盟との連携 

議員連盟の国会議員と発達障害をとりまく状況について情報を共有し、発達障害

の理解啓発をはじめ、発達障害者支援法改正の推進をめざした。 

 発達障害の支援を考える議員連盟 総会（全 7回） 

 発達障害の支援を考える議員連盟 役員会（全 4回） 

  



7. 地方組織「都道府県ネットワーク」との連携活動 

 2015 年 8月 1 日～2日 都道府県ネットワーク意見交換会 

 （北海道、岩手、福井、長野、滋賀、大阪、愛媛、鹿児島） 

 発達障害普及啓発事業 

詳細については「Ⅱ2015 年度事業報告 4.発達障害普及啓発事業」を参照 

A) 2015JDDnet セミナーinながの 

B) JDD ネットワークセミナーin かごしま 

 

8. 各種委員会 

 認証委員会 

詳細は認証事業制度整備「認証委員会」の箇所参照 

 

 財務委員会 

 発達障害普及啓発活動 

A) セミナー事業の実施（地方の JDDnet 団体と共催） 

B) 都道府県ネットワークとの関係改善・協業の検討 

 安定した会費収入の確保 

 事務局体制の整備 

 

 政策委員会 

 各省庁の委員会、審議会への意見要望 

 各党障害者関連委員会・議員連盟への意見要望 

 発達障害の支援を考える議員連盟への意見要望 

 

 広報委員会 

 情報管理 

 情報発信 

 広告宣伝活動 

 

 災害支援対策委員会 

 冊子制作 

 専門家派遣 

 

 多職種連携委員会 

 年次大会シンポジウムの実施 

 人材育成研修会の実施 

 発達障害支援における多職種連携のあり方検討 

 

 

 



Ⅴ．会務報告
日付 主催者 活動内容

2015年4月1日 JDDnet 発達障害者支援法施行10年記念　発達障害啓発イベント
4月2日 東京都自閉症協会 ＴＴ2015
4月3日 JDDnet 災害支援対策委員会ＷＧ
4月4日 厚労省・自閉症協会 世界自閉症啓発デー２０１５・シンポジウム

4月12日 JDDnet 第1回理事会
4月16日 発達障害の支援を考える議員連盟 「発達障害者支援法」改正についての第3回検討会
4月17日 JDDnet 認証委員会
4月21日 JDDnet 財務委員会
4月22日 国交省 障害者差別解消に係る意見交換会
4月23日 厚労省 厚労省・社会保障審議会説明
4月24日 厚労省 精神・知的障害に係る障害年金の認定の地域差に関する専門家検討会（第３
4月25日 JDDnet ＪＤＤnetファンドレイジングフェア＆セミナー2015実行委員会
4月27日 JDDnet 多職種連携委員会
4月27日 JDDnet 災害支援対策委員会ＷＧ
4月28日 厚労省 第61回社会保障審議会障害者部会
4月30日 JDDnet 認証委員会
5月11日 JDDnet 認証委員会
5月12日 JDDnet 災害支援対策委員会ＷＧ
5月15日 発達障害の支援を考える議員連盟 「発達障害者支援法」改正についての第4回検討会
5月16日 JDDnetかごしま JDDnetセミナーinかごしま実行委員会
5月20日 JDDnet 多職種連携委員会
5月27日 JDDnet 認証委員会
5月27日 総務省 総務省行政評価局によるヒアリング
5月28日 JDDnet 認証委員会
5月29日 厚労省 第62回社会保障審議会障害者部会
6月2日 厚労省 第63回社会保障審議会障害者部会
6月2日 発達障害の支援を考える議員連盟 「発達障害者支援法」改正についての第5回検討会
6月7日 JDDnet 第5回代議員総会、第2回理事会
6月9日 厚労省 第64回社会保障審議会障害者部会

6月11日 JDDnet 認証委員会

6月11日
東京オリンピックパラリンピック競
技大会組織委員会

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向けたアクセシビリティ協議会
当事者団体と事務局のワーキング（第4回）

6月15日 厚労省 第65回社会保障審議会障害者部会
6月15日 JDDnet 多職種連携委員会
6月17日 JDDnet 福島県相馬市相馬養護学校
6月17日 JDDnet 福島県南相馬市原町第一小学校
6月18日 JDDnet 宮城県気仙沼市マザーズホーム（児童発達支援事業）
6月18日 JDDnet 宮城県石巻市かもめ学園（児童発達支援事業）
6月19日 JDDnet 岩手県釜石市相談支援事業所トーク
6月19日 JDDnet 岩手県宮古市子ども発達支援センターおよびレインボーネット
6月20日 JDDnet 岩手県久慈市　そら（児童発達支援事業所）＋地域の相談支援専門員
6月20日 JDDnet 岩手県盛岡市　発達障害者支援センター　ウィズ
6月24日 発達障害の支援を考える議員連盟 「発達障害者支援法」改正についての第6回検討会
6月27日 JDDnet ＪＤＤnetファンドレイジングフェア＆セミナー2015実行委員会
6月28日 JDDnetながの JDDnetセミナーinながの実行委員会
6月29日 JDDnet 認証委員会
7月5日 JDDnet ＪＤＤnetファンドレイジングフェア＆セミナー2015
7月7日 厚労省 第66回社会保障審議会障害者部会
7月8日 JDDnet 第3回臨時メール理事会

7月8日
東京オリンピックパラリンピック競
技大会組織委員会

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向けたアクセシビリティ協議会
コミュニケーション・サービス部会　第1回宿泊施設作業部会の開催について

7月13日 内閣府 障害者差別解消法に基づく対応要領案及び対応指針案に関するヒアリング
7月14日 内閣府 障害者差別解消法に基づく対応要領案及び対応指針案に関するヒアリング
7月14日 厚労省 第67回社会保障審議会障害者部会

7月15日
東京オリンピックパラリンピック競
技大会組織委員会

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向けたアクセシビリティ協議会
コミュニケーション・サービス部会　第1回情報発信・標識作成部会の開催につ

7月16日 発達障害の支援を考える議員連盟 「発達障害者支援法」改正についての第7回検討会
7月17日 JDDnet 認証委員会
7月23日 厚労省 社会保障審議会事前説明
7月23日 JDDnet 認証委員会
7月24日 全国自閉症施設協議会 発達障害支援スーパーバイザー養成研修
7月24日 厚労省 第68回社会保障審議会障害者部会
7月25日 JDDnet JDDnet倫理・利益相反委員会
7月26日 JDDnet 認証事業シンポジウム
7月27日 JDDnet 多職種連携委員会
7月28日 発達障害の支援を考える議員連盟 「発達障害の支援を考える議員連盟」役員会
7月29日 内閣府 障害者差別解消法に基づく対応要領案及び対応指針案に関するヒアリング

7月29日
東京オリンピックパラリンピック競
技大会組織委員会

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向けたアクセシビリティ協議会
コミュニケーション・サービス部会 接遇・心のバリアフリー作業部会（第1回）

7月31日 内閣府 障害者差別解消法に基づく対応要領案及び対応指針案に関するヒアリング



日付 主催者 活動内容
8月1日 JDDnet 都道府県ネットワーク意見交換会
8月2日 JDDnet 都道府県ネットワーク意見交換会
8月3日 JDDnet 多職種連携委員会
8月5日 日本財団 2014年度監査
8月5日 JDDnet 第1回年次大会実行委員会

8月25日 経産省 発達障害について研修会
8月30日 JDDnet 人材育成研修会（前期）
9月1日 国交省 第1回バリアフリー基本構想作成に関するガイドブックの改訂委員会
9月5日 JDDnetながの JDDnetセミナーinながの
9月8日 厚労省 第69回社会保障審議会障害者部会
9月9日 厚労省 第70回社会保障審議会障害者部会
9月9日 日本赤十字社 検診業務検討会「発達障害について」講演

9月16日 自民党 自由民主党厚生労働部会障害福祉委員会・障害児者問題調査会合同会議
9月16日 公明党 公明党障がい者福祉委員会
9月17日 JDDnet 認証委員会
9月25日 厚労省 第71回社会保障審議会障害者部会
9月27日 JDDnet 正副理事長会議
9月27日 JDDnet 第4回理事会
9月28日 JDDnet 第2回年次大会実行委員会

9月29日
東京オリンピックパラリンピック競
技大会組織委員会

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向けたアクセシビリティ協議会
コミュニケーション・サービス部会 情報発信・標識作業部会（第２回）

9月30日 全国手をつなぐ育成会 2020年東京オリパラに向けた障害者の文化芸術活動を推進する全国ネット

9月30日
東京オリンピックパラリンピック競
技大会組織委員会

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向けたアクセシビリティ協議会
コミュニケーション・サービス部会 接遇・心のバリアフリー作業部会（第2回）

10月1日 公明党 内閣部会、障がい者福祉委員会合同会議
9月7日 JDDnet 多職種連携委員会

10月5日 JDDnet 多職種連携委員会
10月6日 JDDnet 認証委員会（認定基準ＷＧ）

10月15日 厚労省 第72回社会保障審議会障害者部会
10月19日 JDDnet 多職種連携委員会
10月20日 厚労省 第73回社会保障審議会障害者部会

10月20日
東京オリンピックパラリンピック競
技大会組織委員会

東京オリパラに向けた障害者の文化芸術活動を推進する全国ネットワーク 報
道発表

10月21日
東京オリンピックパラリンピック競
技大会組織委員会

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向けたアクセシビリティ協議会
コミュニケーション・サービス部会 宿泊施設作業部会（第3回）

10月23日
東京オリンピックパラリンピック競
技大会組織委員会

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向けたアクセシビリティ協議会
コミュニケーション・サービス部会 情報発信・標識作業部会（第3回）

10月23日
東京オリンピックパラリンピック競
技大会組織委員会

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向けたアクセシビリティ協議会
コミュニケーション・サービス部会 接遇・心のバリアフリー作業部会（第3回）

10月28日 厚労省・自閉症協会 世界自閉症啓発デー２０１６実行委員会
10月28日 JDDnet 第3回年次大会実行委員会
10月29日 厚労省 社会保障審議会事前説明
10月31日 JDDnetかごしま JDDnetセミナーinかごしま実行委員会
11月2日 厚労省 第74回社会保障審議会障害者部会
11月9日 厚労省 第75回社会保障審議会障害者部会

11月11日 厚労省 社会保障審議会事前説明
11月11日 厚労省・自閉症協会 世界自閉症啓発デー２０１６実行委員会
11月12日 JDDnet 多職種連携委員会
11月13日 厚労省 第76回社会保障審議会障害者部会
11月16日 JDDnet 認証委員会（講習用教材ＷＧ）
11月18日 JDDnet 第4回年次大会実行委員会
11月26日 JDDnet 認証委員会（認定基準ＷＧ）
11月27日 厚労省 第77回社会保障審議会障害者部会
11月27日 JDDnet 多職種連携委員会
11月29日 JDDnet 第11回年次大会
11月29日 JDDnet 第5回理事会
12月1日 東京都自閉症協会 TT2016厚労省打合せ

12月2日
東京オリンピックパラリンピック競
技大会組織委員会

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向けたアクセシビリティ協議会
コミュニケーション・サービス部会 接遇・心の場アリアフリー作業部会（第4回）

12月2日
東京オリンピックパラリンピック競
技大会組織委員会

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向けたアクセシビリティ協議会
コミュニケーション・サービス部会 接遇・心のバリアフリー作業部会（第5回）

12月3日 内閣府 障害者フォーラム

12月4日 国交省
「知的障害、発達障害、精神障害のある方とのコミュニケーションハンドブック」
改訂事前説明

12月4日 厚労省 第78回社会保障審議会障害者部会
12月5日 内閣府 障害者フォーラムセミナー
12月5日 JDDnetかごしま JDDnetセミナーinかごしま
12月9日 発達障害の支援を考える議員連盟 「発達障害者支援法」改正について検討状況報告（中間報告）

12月10日 東京都自閉症協会 TT2016実行委員会
12月14日 厚労省 第79回社会保障審議会障害者部会
12月15日 JDDnet 認証委員会（認定基準ＷＧ）



日付 主催者 活動内容
12月16日 共産党 障害者の全面参加と平等推進委員会

12月17日 国交省
第1回「知的障害、発達障害、精神障害のある方とのコミュニケーションハンド
ブック」改訂WG

12月18日 国交省 第2回バリアフリー基本構想作成に関するガイドブックの改訂委員会
2016年1月6日 厚労省・自閉症協会 世界自閉症啓発デー２０１６実行委員会

1月12日 発達障害の支援を考える議員連 20160112役員会
1月20日 金融庁監督局銀行第一課 障害者の金融機関利用についてヒアリング
1月21日 日本ユニシス ヒアリング対応
1月21日 JDDnet 認証委員会（認定基準ＷＧ）
1月22日 国交省 第13回全国バリアフリーネットワーク会議
1月26日 発達障害の支援を考える議員連 20160126役員会

1月27日
東京オリンピックパラリンピック競
技大会組織委員会

東京2020オリパラアクセシビリティー協議会

1月27日 雑誌「クルール」 子育てママ向け無料雑誌取材対応
1月30日 民主党 党大会出席
2月4日 文科省 平成27年度特別支援教育ネットワーク推進委員会（第１３回）
2月5日 アメニティ―フォーラム JDDnetブース出展
2月7日 JDDnet 人材育成研修会（後期）in愛媛

2月12日 厚労省 放課後等ディサービスについて説明
2月16日 国交省 第3回バリアフリー基本構想作成に関するガイドブックの改訂委員会
2月16日 JDDnet 認証委員会（認定基準ＷＧ）
2月17日 JDDnet 第6回臨時メール理事会
2月18日 日本ユニシス 学校向けコミュニケーションシステム実証実験協力
2月18日 JDDnet 多職種連携委員会

2月22日 国交省
「知的障害、発達障害、精神障害のある方とのコミュニケーションハンドブック」
改定ヒアリング

2月23日
新国立競技上整備事業大成建
設・梓設計・隈研吾建築都市設計
事務所共同企業体

新国立競技場整備事業のユニバーサルデザインワークショップ（第1回）

2月24日
自由民主党ユニバーサル社会推
進議員連盟

自由民主党ユニバーサル社会推進議員連盟

2月24日 厚労省・自閉症協会 世界自閉症啓発デー２０１６実行委員会
2月25日 発達障害の支援を考える議員連 発達障害の支援を考える議員連盟 総会

3月3日 障害者の芸術文化振興議員連盟
「2020年東京オリンピック・パラリンピックに向けた障害者の芸術文化振興議員
連盟」総会

3月4日 国交省
第2回「知的障害、発達障害、精神障害のある方とのコミュニケーションハンド
ブック」改訂WG

3月4日 内閣官房オリパラ事務局 ユニバーサルデザイン2020関係府省等連絡会議分科会について
3月6日 JDDnet JDDnetセミナーinさいたま
3月8日 厚労省 厚労省障害保健福祉関係主管課長会議
3月9日 JDDnet 一般社団法人日本ハンドケア協会　出展ブースなどご協力依頼ミーティング

3月10日 東京都自閉症協会 TT2016実行委員会
3月11日 全国自閉症施設協議会 発達障害支援スーパーバイザー養成研修

3月12日 LIUB2016名古屋実行委員会
学校教育における発達障害理解促進のためのシンポジウム（市川理事長代理
出席）

3月14日 国交省 第4回バリアフリー基本構想作成に関するガイドブックの改訂委員会
3月16日 内閣官房オリパラ事務局 ユニバーサルデザイン2020関係府省等連絡会議分科会事前説明
3月25日 内閣官房オリパラ事務局 ユニバーサルデザイン2020関係府省等連絡会議街づくり分科会
3月27日 JDDnet 正副理事長会議
3月27日 JDDnet 第7回理事会

3月29日
新国立競技上整備事業大成建
設・梓設計・隈研吾建築都市設計
事務所共同企業体

新国立競技場整備事業のユニバーサルデザインワークショップヒアリング

3月31日 内閣官房オリパラ事務局 ユニバーサルデザイン2020関係府省等連絡会議心のバリアフリー分科会
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